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1 はじめに

中国の武漢の市場付近から発生・拡散した新型コロナ

ウイルス感染症（以下、COVID-19 と記す）はたった

の２か月で全世界に拡散した。その結果、筆者の働き方

も激変し、2020 年３月初めから完全にテレワークに

シフトした。JOHNS HOPKINS 大学の統計１）によれ

ば、９月６日の時点では、世界の感染者は 2689 万人

を超え、死者は 87.9 万人を超えるパンデミック状態で

ある。米国の死者数だけでもベトナム戦争の戦死者数の

３倍を超えた。極めて重大な世界の問題である。

この難題に立ち向かうには、先人の智慧から学ぶのが

良い。ノーベル賞受賞者の吉野彰氏は、受賞記念講演２）

にて「先を読め。世界を見よ。」と述べている。世界各

国の対策とその状況は多様である。世界を観ることで智

慧を得られると筆者は信じる。また、この COVID-19

によりこれからの新常態ニューノーマルが様変わりし

た。先読みが必要で、グローバル連携で各種の治療薬・

検査（装置＆キット）・ワクチンなどの研究開発が猛烈

なスピードで進行中である。

この８カ月間の COVID-19 関連の論文も 10 万件に

近くになった。「人間は万巻の書は読めない」という格

言の如く、研究者・医者らが公開されるオリジナル論文

を日常の仕事をこなしながら、多くの有用な専門記事を

読むことができない状態になっている。米のアレン人工

知能研究所に関連論文を一元管理して CORD-19 とい

うデータベースが構築され３）、AI（人工知能）を駆使し

た研究が行われている。また、有用な情報にアクセスが

できるOpen Science & Citizen Science４）の時代に、

私達は生きており、幸運である。

筆者は高齢で基礎疾患を複数持病として持っているた

め、罹患して感染症を自覚する第５日前後に ICU が完

備した病院に如何に入院させて貰い、第 10 日以前に特

別監察で「アビガン・レムデシビルなどの治療薬を投薬

して治療してもらいたい」と、自分から医者に申請する

つもりである。無知から脱却するために自分事と自覚し

て、必死にで COVID-19 関連の情報を勉強している。

その際に、筆者の習慣的趣味として複眼的思考で蒐集し

た非特許情報を土日曜日に纏まった時間を割いて集中的

に特許情報で確認・検証することを実践している。

図１に、情報収集の王道に沿って COVID-19 の情報

を蒐集して、筆者が学んだことを One Sheet に示した。

図１の左上に、複眼的思考の情報収集の王道と言われ

る定点観測法により筆者が COVID-19 を調べた方法を

示した。

筆者が COVID-19 を学ぶにあたりできるだけオリジナ

ル論文も探してみたものを図１の右上に示した５）、６）、７）、８）。

高度なオリジナル英語論文をも敢えて探し求めた。する

と、６か月間の集中勉強の結果として COVID-19 に関

する景色と考え方が変わって来たような気がしている。

2 COVID-19関連情報とは

筆者はこの分野に関して全くの素人なので３月から６

か月間、情報収集の原理原則と王道にそって、図１に示

した方法にて有用な情報を集めて自学自習をした。幸運
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なことに、現在はOpen Science & Citizen Science４）

の時代であり、Web 上にはアクセスが瞬時にできる専

門家の有用な情報が溢れていた。それらの中から代表的

なサイトと資料を選び、図１の如く学んだ。

情報収集の原理原則は、多観点で質の高い情報を決め

られた定点観測地点にて、演繹的に集めることである。

帰納法の積み上げ方式にて必要情報を集めてはいけな

い。

政府・官庁系としては、WHO 資料９）、米国 CDC

情報 10）、国立感染症研究所 11）等から情報を集める

のが良い。学術・学会・専門誌としては、JOHNS 

HOPKINS 大学医学部 12）、bioRxiv 誌 13）・Nature 誌
14）などのオンライン版、NCBI 論文８）・ACS 論文７）等

からも蒐集するのが良い。新聞情報としては、日経新聞

を購読しているので関連記事を切り抜きして蒐集した。

Web 情報としては、COVID-19 特設サイト 12）、13）

を設けている個所が多く、幸運であった。シンクタンク

としては、Oxford 大学15）、JOHNS HOPKINS 大学12）、

米国 CDC10）等を選び、それらの Web サイトから高度

な有用情報を蒐集することができた。筆者の趣味的な事

例研究としては、COVID-19 の治療薬・検査（装置＆

キット）・ワクチン候補等に間接的に関連する感染症の

特許情報群を集め、分析を試みた。やリ方として、非特

許情報を先ず集め、それらを裏付けする関連特許情報を

この６か月間、コツコツと集めた。検索履歴数に制限が

ない Shareresearch を常用しているのでヒット件数と

S 番号をメモとして控えることを習慣とした。

COVID-19 関連で知りたいことは、各国の各種感染

者数グラフと表であり、JOHNS HOPKINS 大学医学

部 12）と WHO の統計資料９）が大いに役立った。

検査（装置＆キット）に関しては、①迅速検査と精確

検査と②抗体検査・抗原検査・PCR 検査の３観点から

調べ、その関連特許も調べた（第３章　参照）。治療薬

としては既存薬の流用から先ず調べ、その関連特許も推

定した（第５章　参照）。ワクチン薬候補として、開発

研究をする企業・組織とその出願特許群を調べた（第５

章　参照）。COVID-19 の特許は未だ未公開の期間にあ

るが、早期公開の特許群も多い。（図６-２参照）

その他、いろいろと多観点的にまとめたのが、表１で

ある。

図１　情報収集の王道に沿って COVID-19 の智慧情報を学ぶ筆者の One Sheet（複眼思考で学び、自分の頭で考える）
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往々にして、治療薬とワクチンに注目が集まりやすい

が、国として、世界全体として連携して考える際には、

感染症に関する歴史的な論文と、各種専門家の多様な考

え方や、歴史学者ユヴァル・ノア・ハラリ氏の考え方 16）

にも、多様的に全体を広く、意見を聞くのが良いと筆者

は考える。寺島実郎氏が「COVID-19 の感染現状と対

策を主観的にみるのでなく、科学的に論理的に全体的に

歴史的に見直す姿勢が必要である」と日曜日の朝の TV

番組で述べていた。その意見に筆者は腑に落ちた。

3 検査して罹患を迅速にみつける

筆者は、5/17 夜に放送された「NHK スペシャル－

新型コロナウイルス－ビッグデータで闘う」17）をみて、

多くを学んだ。これまでの膨大な患者の治験結果を AI

で解析したら、概略、罹患して５日目に症状が自覚でき、

15 日目が重症化と中・軽症化の分岐点であることを学

んだ。一旦、重症化するとサイトカインストーム症状と

なり、人工呼吸器、人工心肺器を利用する治療が必須に

なることも学んだ。

だから、筆者のような高齢者で複数の基礎疾患のある

罹患者は５日目から 10 日目の間の警戒治療が極めて重

要になることが判明した。油断して無策に 10 日目まで

を過ごすと、極めてリスク危険が高いことが判明した。

15 日までは、「どこでも誰でも最適な治療が受けられ

ると楽観してはいけない」ことが明確になった。自分の

命は自分で守るためには、COVID-19 に関する有用な

情報を積極的に集めて、無知状態から脱却することが必

要である。そうしなければ、自分の頭で考えていない、

所謂、自分事になっていないと知った。

日本では 7/13 日から接触確認アプリ（COCOA）17）

が利用できるようになった。発症する５日目以前に自分

の罹患を知る唯一の手段である。ポジティブに利用した

い。しかし、実際にインストールをしようとしたら、筆

者のスマホは古すぎて、Android9 以上の OS しか使え

ないことが判明し、がっかりした。現実に実践するには

ハードルがかなり高いことを知らされた。実際の登録・

利用者も目標の６割に遠く、約１割で残念である。

罹患したら、どの地域の保健所（場所・建物）のど

の電話番号に連絡をするのか、事前にイメージ・トレー

ニングを筆者は行った。自治体には、抗体検査・抗原検

査・PCR 検索をどのようにしているのか注意して必要

情報を集めないと、自ずと向こうから解るようにはなっ

ていない。要注意である。また、自分が知らない内に罹

患して軽症で回復したとしても、自分の体内に抗体は人

によっては数か月しか持続しないらしい 18）。これも要

注意の情報である。

筆者が学んだ３種類の検査方法を自分事として One 

Sheet 図に纏めた。図２を参照。

筆者が懸念していることは、日本の PCR 検査数が欧

米の 10 分の一のレベルである 19）ことだ。また、日本

のプレシジョン・システム・サイエンス社（筆者の注目

特許 WO2006/129791）が仏のエリテック社と共

同開発した全自動 PCR 検査機器が、フランスでは数百

台もフル稼働してフランスの PCR 検査を支えているこ

とである。駐日仏大使館がプレシジョン・システム・サ

イエンス社にこの COVID-19 に関して感謝状を実際に

与えている 20）。

また、文部省管轄下の大学には汎用遺伝子測定機器が

沢山導入されており、PCR 検査ができる。東京都の世

田谷モデル 21）では大学の測定機器が PCR 検査に貢献

している。

海外に目を向けると、「誰でも、いつでも、何回でも、

無料で PCR 検査が受けられ場所は」米国のニューヨー

ク州 22）だけでなく、ドイツのある州にても実際に行わ

れている。

「先を読め。世界を見よ。」の教訓を、COVID-19 対

策にも応用した方が良いと、筆者が感じた次第である。

表１　COVID-19 に関する必要な情報

No 必要な情報法 備考
1 各国の 感染者数 の推移分析 人口率に対する
2 各国の対策状況 WHO, CEPI, Gavi
3  既存薬 の治験結果
4 抗原・抗体・PCR 検査 キット 迅速・高精度
5 コンタクト・トレーシング
6 IT 技術を応用した Big データ 端末移動状態
7 健康認証の政策（QR コード） ドローン観察
8  ワクチン薬 の開発
9 血清・血漿の分別と治療 スーパー抗体者
10 人工呼吸器・人工心肺器
11 専門知識の共有化 DB=CORD-19
12 重症患者の搬送・治療
13 軍隊の医薬関連部隊の動き
14 専門家会議とブレーン
15 慈善団体の支援 関連 Report
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紙面の都合上、中和剤人工抗体の研究の説明の詳

細を省くが、筆者は VHH 抗体の研究（例えば、特許

06103702, 特許 05092160）、および、北里大学

と花王㈱の研究（例えば、特開 2019-218209, 特開

2016-128420）にも注目する。

4 免疫の不思議な力を探る

７月４日の夜に放送された【NHK スペシャル－「タ

モリｘ山中－人間 vs ウイルス」】23）は、完全映像化技

術を駆使して番組が制作されていた。筆者は感動して観

て、後で録画を分析して学んだ。その映像の画面の図を

使って、筆者の理解する「免疫の仕組み」を自分なりに

推定 One-Sheet に描いてみた。図３参照。

新型コロナウイルス（COVID-19）は RNA 遺伝子

からなり、二重螺旋の DNA 型ではないことが判明して

いる。COVID -19 は、体内に吸入されると人体の細胞

の表面にあるレセプター ACE2 受容体に結合した後、

タンパク質分解酵素により細胞内に取り込まれる。人間

には、外部から侵入したウイルスを食べる樹状細胞（白

色で表示）があり、ウイルスの遺伝子情報をヘルパー

T 細胞（青色の球状体で表示）に Y 字型の手を使って

情報伝達を行うらしい。すると、ヘルパー T 細胞から

緑色の羽根がついたキラー T 細胞が登場して感染した

図２　COVID-19 に対する徹底的な検査に関して、筆者が学び理解した One Sheet 図

図３　COVID-19 に対する免疫の働きに関して、筆者が学び理解した推定 One-Sheet 図
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細胞を識別して破壊・分解する仕組みになっているら

しい。同時に、ヘルパー T 細胞は B 細胞（白色に表示）

に COVID-19 に対抗するために Y 字型の抗体（黄色に

表示）を体内に産出・発散する様に指令するらしい。こ

の時に、非常に沢山の有効な抗体を創る人（スーパー抗

体者）の存在と、抗体の作成量が個人差でばらつきが出

てくることが、カルフォニア工科大学のパメラ・ビョー

クマン女性教授が突き止めた。抗体を作るよう指令する

ヘルパー T 細胞と B 細胞の間でやり取りする伝達の Y

字型の鍵形は、国によって民族によって、また個人によっ

て異なることが最新の研究で解ってきた。これらの研究

と解明のスピードは、1918 年に流行したスペイン風

邪の対策研究の質とスピードとはくらべものにならない

ほど高度で迅速である。

現在の人類は恵まれた時代に生きている。しかも、

100 年前には存在しなかったウイルス遺伝子の全解明

も進み、更に、スパコンのお陰で生物分子学の計算とシ

ミュレーションが飛躍的に発展し進歩した。免疫の機構

と仕組は未だに全解明されていないがかなり詳しく解り

つつある。交差免疫 32）にて COVID-19 から守られて

いる可能性の論文が最近発表され始めた。

5 治療薬を学ぶ

2020 年に入り、各国の病院現場は戦場の現場の様

相に急変した。現場の医者たちは、治療法も治療薬も解

らない状況下で過去の経験と直感から、多分、この既存

薬が治療に有効でなかろうかと、試行錯誤で治験を繰り

返した。筆者は、「現場の医者たちの経験と直感を人類

の叡智で世界の宝である」と信じている。戦時下の野戦

病院的な対処方法であり、一刻の時間的猶予の無い場合

の対処方法である。

このように世界の医療現場では、治験結果が査読前

の専門誌の Preprint 版で世界に公表され、人類の叡

智の共有化が行われている。所謂、Open Science & 

Citizen Science の時代に私達は生きており、幸運で

ある。筆者のような COVID-19 に関して専門知識がな

いが特許分析には興味を持って者が、インターネットで

今年の３月から６か月間学び、そして専門分野である「関

連特許をコツコツと集めて分析すること」ができる時代

である。その結果を、この YEARBOOK の原稿に書い

ているのである。

この６か月間で日経新聞とインターネット上で公開さ

れた既存治療薬の COVID-19 に対する治療薬候補から

TOP10 と TOP20 を筆者の独断で選び、それに関連

する特許を調べた。それをもとに、図４を作成した。

一方、スパコン富岳を利用した分子シミュレーション

（分子動力学計算）により 25）、臨床試験で対象にされて

いる既存薬の抗ウイルス薬に限定せずに約 2128 種類

の既存医薬品の中から、新型コロナウイルスの標的タン

パク質に高い親和性を示す治療薬候補をわずか 10 日間

で選別し、数十種類を最適なターゲット候補薬に示した。

図４　治療薬候補に関して、筆者が調べて作成した One Sheet 図
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（7/10 の日経新聞記事）。

面白いことに、スパコン富岳が No.1 に挙げたのはア

ビガンでもレムデシビルでもなかったので、詳細な発表

はされなかった。しかし、富岳が推奨する有力ターゲッ

ト候補の中に、アビガンもレムデシビルも含まれてい

た。人間の経験と知識と直感から選んだものが、スパコ

ン富岳の推薦するターゲット候補の中に含まれること

は、類似性がありシミュレーションが素晴らしいことを

物語っている。暫くして、7/19 日付の日経新聞の春秋

のコラム欄に、「スパコン富岳が No.1 に挙げたのはサ

ナダムシの駆虫薬であった」と筆がすべり記載された。

早速、特許を調べてみると日本の大手製薬会社でない石

原産業が権利を有した特許群「WO2001/014341, 

WO2001/014340, 特許 04300009 など」を筆

者は見つけた。有用な情報は世間には一気には出現せず

に、要注意をしている人の前に予告なしに通り過ぎる際、

上手く捕まえる必要がある。

似たような別の話がある。塩野義はワクチン製造を

３倍に増強すべく投資を計画中と新聞に掲載された 26）。

塩野義は買収した子会社の UMN ファーマの昆虫細胞

による培養に注目しているという。早速、Web にて詳

細にしらべてみると、昆虫細胞による培養技術は「BEVS

技術」と専門家の中で呼ばれている技術らしい。新聞

にも Web にも何も公表されていないが、UMN ファー

マの特許を詳細に調べると、特開 2015-017065 と

WO2015/004995 が炙り出された。

6 ワクチンの早期開発を願う

WHO の Web サイトから最新のワクチン開発の情報

が得られる。現時点では 2020 年９月３日の更新情報

がこの原稿を修正する時点で最も新しい。ＵＲＬ

https://www.who.int/publications/m/item/draft-

landscape-of-covid-19-candidate-vaccines

世界のワクチン開発 27）で筆者が注目しているＴＯＰ

ランナーは図５に記載された組織である。必ずしも、Ｐ

１→Ｐ２→Ｐ３の段階の進捗状況とは合っていない。「開

発評価の副作用までチェックする最終段階までは、皆並

列に期待するべし」と考えているからである。本庶佑名

誉教授の意見に従った。（図５参照）

ワクチン研究・開発技術とワクチン製造技術とは別の

モノと考える 26）のが妥当であるらしい。そのため、前

述したワクチン開発の TOP ランナーにはそれぞれのワ

クチン製造会社が分業形式で研究・開発→製造→配布と

段階ごとに分業せざるを得ないらしい。

世界の総人口は 2019 年で７７憶人を超えており、

凄い勢いで増加中である。

だから、ワクチン製造は、10 憶回分を契約の目安に

考えると理解しやすい。10 ／ 77=12.9％の人にしか

回らない。感染症なのでワクチンはインフルエンザの様

に流行の型ごとに毎年にもワクチンが必要になるかもし

れない。

1918 年のスペイン風邪の時に比べて、ワクチン開

図５　グローバルなワクチン開発に関する、筆者が調べた One Sheet 図

開発国 ワクチン開発 Vaccine platf Type 開発 Phase ワクチン製造 桐山注目感染症特許(赤色-早期公開出願)
Oxford大学 Non-Replicating

Viral Vector
ChAdOx1-s Phase3

アストロゼネカ、セラム、
ｴﾏｰｼﾞｪﾝﾄ･ﾊﾞｲｵｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

WO2020148554A,
WO2020043869A, WO2019021013A,
WO2019086900A､WO2019034887A

CanSino
Sinovac
Wuhan

同上
Inactivated
Inactivated

AdenovirusType Vector
Inactivate
Inactivate

Phase3
３種類とも

CN111218459, US2020/0255862, WO2020143634A,

CN111481531A, CN110982795A,

CN111057684A

Moderna
（NIAID）

RNA LNP-encapsulated
mRNA

Phase3
ロンザ(ｽｲｽ)

US10709779, US10272150, 
US2019/0008938, US2018/0311336,
US2018/0303929

CUREVAC RNA
RN
Aoptimizer

mRNA
CVnCoV

Phase2
CureVac

US2020/0155668, US10682426,
US10653799, US2020/0155668,
US10588959, US10568958,

Sanofi
Pasteur
/GSK

Protein Submit S protein
Baculovirus
production

Phase1/2
Sanpfi GSK

US2019/0194626, EP2880154B,
US2019/0192649,
WO2019192997A, WO2017140905A,

Novavax Protein Submit Glycoprotein
Nanoparticle vaccine
adjuvanted

Phase2
ｴﾏｰｼﾞｪﾝﾄ･ﾊﾞｲｵｿﾘｭｰｼｮ

ﾝｽﾞ、AGC、富士フィルム

US2020/0085934, EP3595709A,
US2017/0202948, WO2017041100A,
WO2019023196A, EP3658118A

J&J
Janssen

Non-Replicating
Viral Vector

Ad26COVS1 Phase3
J&J

US2020/0231577, US2020/0164057,
US2020/0038500, US2020/0164057,
US10517944, US2020/0030437,

Anges
大阪大学
タカラバイオ

DNA DNA plasmid vaccine
+Adjuvant

Phase1/2
タカラバイオ

AGC、富士フィルムHD

US9889186、US9695219、US9376470、
US10226529、US2016/0296613、
US10172927、WO2020045368A、

BioNTech/
Pfizer

RNA 3 LNP-mRNAs Phase３
Pfizer

US2018/0142198, US2018/028686,
US2017/0079916, WO2020045368A、
WO2019230654A、 WO2018181997A、

Inovio DNA DNA plasmid
vaccine

Phase1/2
Richter-Helm BioLogics

US2020/0222527, US2019/0022213､
US2019/0153040、US2019/0135899、
WO2019148086A、WO2019152600A、

CN110982794A

CN111411086A, CN111249456A,

https://www.who.int/publications/m/item/draft-landscape-of-covid-19-candidate-vaccines
https://www.who.int/publications/m/item/draft-landscape-of-covid-19-candidate-vaccines
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発のスピードが格段に速くなり、幸運な時代に私達は生

きている。

Moderna 社 28）は、たったの 42 日間で COVID-19

の遺伝子解析からｍ RNA 型ワクチンの設計を終了し

た。７月の時点では P-3 の治験段階まで進んでおり、

スペイン風邪の時の 100 倍以上の超スピード開発であ

る。米国は、米国第一主義を掲げ、Operation WARP 

SPEED プロジェクト 29）をトランプ大統領の鶴の一声

で立ち上げ・超スピードで開発実行中である。帰納法の

積み上げ方式ではなく、実戦野戦病院の発想法でワクチ

ン製造の準備をワクチン開発と同時並行的に行ってい

る。だから、事前投資においても米国は飛びぬけて投資

額が多く、桁が違う点を筆者は注目する。

一方で、ワクチンは公共財であるとの考えから、途上

国の人々にも平等に配布するべきという考えも国際間に

はあり、CEPI30）と GAVI31）の活動に筆者は注目して

いる。理想の建前論と、自国主義の現実論との混合状態

に世界はある。

主要な感染症ワクチン関連の特許群の Themescape

図を図６-１に示した。図６-２には、2020 年１月以降

の出願で早期公開の COVID-19 ワクチン特許群を示し

た。中国勢（緑色の点群）の取り組みに驚く。図５で示

した如く CN111218459 の筆頭発明が、中国人民解

放軍軍事科学院軍事医学研究院の陳薇（Chen Wei）少

将であることに、筆者は注目している。陳薇少将は、８

月８日に新型コロナ対策の功労で「共和国勲章」を習近

平主席から授与された。紙面の都合上、詳説は省略する。

7 最も言いたいこと

筆者は最近、TV 番組の出演者の発言から影響をうけ

ることが多い。ノーベル化学賞受賞者の吉野彰教授から

は、「先を読め。世界を見よ。」２）である。これを実践

に移すと、ドイツのある州と米国のニューヨーク州 22）

では、PCR 検査をいつでも希望する際に何回でも受け

られる制度が既に実行中であり、素晴らしい将来断片で

ある。日本の東京都では、世田谷モデル 21）の試行が進

み始め、文部省の管轄下の大学関係先での汎用遺伝子解

析装置をも動員して、プール方式の PCR 検査が世田谷

区の区費で賄われようとしている。保坂展人区長と児玉

竜彦名誉教授の素晴らしき連携である。ここにも将来断

片は見える。

ノーベル賞受賞者の本庶佑教授が「ワクチン開発は難

しく、慎重に、並列の多様な開発を認めるべき」と述べ

られている。その先見性に筆者は教えられる。ノーベル

受賞者の山中伸弥教授が「罹患して発症する前までに、

自分が罹患に気が付けられるように PCR 検査を徹底す

るのが良い。接触確認アプリとの併用をいち早く実現す

るのが望ましい」16）と先見性のある超具体的なアイディ

アを示された。山中教授の意見にも理想の将来断片が見

られる。

寺島実郎氏が日曜日のサンデーモーニング番組の中で

「科学的に考え、論理的に考え、分析・予測することが

大切である。そして、それに見合った新常態にいち早く

シフトすることが必要である」と述べている。

専門家の皆さんが言って居られることは、「感染症は

避けて通れない。With Corona。警戒しながら生きる・

図６-１　感染症ワクチンに関する特許分析事例（2020 年５月） 図６-２　 2020 年出願の早期公開特許群（2020 年９月５日検索、緑
色 - 中国勢）
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経済を回す。バランスを取りながらそれらの両輪を回

す。」である。

1918 年 の ス ペ イ ン 風 邪 の 大 流 行 と、 今 回 の

COVID-19 を比較すると、表２のような違いがある。

一言でいうと、時代環境が異なる。私達は大変幸運な

時代に生きている。お互いに知恵を絞り出しながら、グ

ローバルにお互いを観ながら生活ができる。

以上を纏めて、この夏から来年春までの当面のポスト

コロナとの生き方７ケ条を筆者なりに纏めてみた。

①発症前に自覚認知する。②コンタクト・トレーシン

グを実践する（IT 技術 vs プライバシー維持）。③大量・

迅速検査。④軽症者と重症者との分別治療。⑤コロナ対

策と経済の両輪を慎重に回す。⑥エピセンターを潰すべ

く、具体的ピンポイント対策を徹底する。⑦治療薬・ワ

クチン開発（グローバル連携）を見守る。

8 おわりに

筆者は、３月初め以降に在宅勤務を許されてお

り、幸運である。いろいろなことに感謝しながら、

COVID-19 を自分事と考えながら生きている。筆者が

学んだことを、この Japio YEAR BOOK 2020 原稿

に纏め、それが読者への利他に少しでもなれば幸甚であ

る。

先ず、医療従事者、研究開発者らに感謝している。三

病息災で、片田舎の大垣に生きていることに感謝してい

る。

コロナの既存治療薬の治験を生み出している医者らの

「人間の智慧」に心から感謝している。

現代の Open Science & Citizen Science ４）時代

を作り・維持している皆さんに感謝している。専門誌が

無料で Preprint 版にて参照でき、Wikipedia 情報をは

じめとする有用な情報が Web 上に実に多く、溢れてい

る。積極的に探す努力を少し実行・実践しさえすれば、

正解の一部は簡単に探せる時代に生きている。感謝して

いる。

筆者の習慣的趣味は、非特許情報を具体的な特許情報

で裏付ける作業である。時間ができると、特許調査を行っ

ている。自分の命を COVID-19 から守るために、それ

らに関する非特許情報と特許情報を蒐集している。

お陰様で、COVID-19 に対する日課が決まった。朝

起きたら、①歯磨きとうがいをして、口腔内粘膜の

COVID-19 を洗い落とす努力をしている。②体温と血

液中の酸素飽和濃度を家庭用パルス・オキシメーターで

測定する。③ラジオ体操と朝の散歩をする。④バランス

の良い朝食を食べる。⑤日経新聞で COVID-19 関連記

事を探し、赤線枠を付ける。後で切り抜き、蓄積する。

⑥気になる情報を Shareresearch で 15 分間の味見

ちょい検索をする。

「地球に生きている 77 憶人を 100 人の村に例える

と、日本人の多くは、その２人以内の生活を送っている」

と、定年退職後に UNICEF スタッフとしてボランティ

アで働いている知人が教えてくれた。ポジティブに、明

るい未来を信じて、地球村の共生を目指して生きたいと

願っている。

Japio YEAR BOOK 執筆を、60 歳から 74 歳まで

表２　1918 年のスペイン風邪と COVID-19 の比較

No 項　目 新型コロナ感染症 スペイン風邪
1 時代 2019 年 12 月から 1918 年－ 1921 年
2 死者数 約 76.4 万人 (8/15 時点 ) 感染者 2116 万人、

（日本死者数 1092 人、日本は例外的に少ない。）米国の死者数はベト
ナム戦争戦死者の３倍以上。

死 者 数 1700 万 人 ～ 5000 万 人、
第一次世界大戦中。
詳細は不明。

3 原因 約 1 か月後には、ウイルスと判明。
全遺伝子情報が解明された。RNA 型である。

原因が当初不明。
1954 年にウイルスと判明。

4 検査方法 PCR 検査、抗原検査、抗体検査、他。 当時は検査法が無し。
5 ワクチン

抗ウイルス剤
ワクチン設計は約１か月後。6 月には P-3 相テスト。年内に部分実現。
抗ウイルス剤の開発も平行に進む。

当初全く無し。2009 年に新型イン
フルエンザ流行時にワクチン接種。

6 科学的根拠 PCR 検査と第５日目に発症を多数確認。 当時は全く分からず。
7 政府の対処 各国一時、ロックダウン又は全面自粛 戦争中で対処法　未公開
8 基本姿勢 大人として理性ある行動で向き合う必要がある。

根拠ある楽観姿勢に変えて行く必要がある。
原因も解らず、恐怖が先行した。
理性も持てず。

9 経済・物流 リアルの世界で、物流で経済を支えている。
全面的な自粛は一定期間行ったが…。

1918 年は、恐怖と混乱のみ。
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15 年間も継続執筆できたことに感謝している。これだ

け継続すると筆者の Personal Life Repository になっ

ている。

こ こ で 一 言 お 断 り を し た い。 こ の Japio YEAR 

BOOK 2020 に記したことは、筆者の個人的な考え方

であり、筆者が所属するいかなる組織の了解を取ったも

のではない。

最後に、関係各位様に謝辞を述べる。今回の執筆に際

して、特許検索システムを利用させて頂いた Clarivate 

Analytics 社、日立製作所に、この場を借りて御礼を

申し上げる。また、いろいろなご助言とご指導を頂いた

アジア特許情報研究会の皆様と、（社）情報科学技術協

会の専門部会のパテントドクメンテーション部会とその

メンバー各位に、こころから御礼を申し上げる。

このポストコロナ時代の新常態に相応しくなるよう

に、グローバル特許情報コミュニティーが進化し深化発

展することを願って筆を置く。合掌。
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